
第169号【1】令和４年10月15日 小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

赤い羽根共同募金は、民間の社会福祉活動を支
援するためのしくみとして社会福祉法に位置づけ
られており、今年は令和 4年 10 月 1 日から令和
5年3月31日までの間、全国一斉に展開されます。
小倉北区では、昨年度、自治会を通じた戸別募

金やイベント募金等により、6,683,184 円が集ま
り、その約７割が区内の福祉事業に配分され、様々
な地域福祉活動などに活用されています。また、
一部は大規模災害時のボランティア活動を支援す
るための準備金として積み立てられ、被災地の復
興支援にも使われます。

社会福祉協議会では、みんなが安心して暮らせ
る支え合いのまちづくりのために、地域住民が主
体となって、見守り・話し合い・助け合いの３
つのしくみからなる「ふれあいネットワーク活
動」を中心とした校区社協活動を展開しています。
「ウェルクラブ活動」は、子どもたちにふれあい
ネットワーク活動等を体験してもらうことによっ
て、次の世代の子どもたちと保護者などの世代に
対して福祉の風土づくりを進めるものです。

中井校区北小倉ではウェルクラブの子どもたち
を「おたすけマン」と呼び、例年、高齢者宅や高
齢者施設の訪問などを行っていましたが、コロナ
禍以降は福祉についての勉強会を重ね、学びを深
めています。
今年度のテーマは聴覚障害について。耳が聞こ

えない方とのコミュニケーションは、手話だけで
なく空書や口話、筆談や指文字など様々な方法が
あること、そして大切なのは「伝えたい心」で接
することであると学び、誰もがともに生きていけ
る福祉のまちづくりについてみんなで考えました。
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自分のまちを良くするしくみ

～身近な福祉活動のために使われています～

今後は、校区の文化祭で手話ソングを発表することを目標に
取り組みます。
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～住民同士の助け合い～

いつまでも住み慣れた地域で安心して暮らして
いけるよう、公的な制度だけでは補えない日常生
活におけるちょっとした困りごとを地域住民によ
るボランティアで支援する「地域生活支援活動推
進事業」が西小倉校区で始まっています。
残暑厳しい9月のはじめ、「ベランダの植木鉢を

片付けて欲しい」との依頼がありました。早速訪
問し、内容を確認後、相談員と力自慢のボランティ
アさん、そして小倉北区社協で実習中の北九州市
立大学の学生と一緒に作業を開始しました。

園芸が趣味だった依頼主さんのベランダには、
所狭しとたくさんの植木鉢が並んでいました。ベ
ランダから外まで、皆で力を合わせてバケツリ
レー方式で運び出し、あっという間に作業は終
了。この植木鉢は依頼主さんのご厚意で、市民セ
ンターで使わせていただくことになりました。「自
分では重たくて持てないからとても助かった。ま
た違う場所で使ってもらえて嬉しい」と大変喜ば
れ、ボランティアさんたちも、心地よい疲れと達
成感ともに笑顔で帰路につきました。いただいた
植木鉢たちは、今後、市民センターで地域住民を
癒すきれいな花を咲かせてくれることでしょう。

この事業は、単なる生活支援サービスの提供だ
けで終わらずに、民生委員や福祉協力員とも連携
しながら、その人を地域の中で見守りや支え合い
につなげていくことを大切にしています。
住民同士によるこうした助け合いのしくみづく

りは、困りごとのお手伝いを通して、人と人とが
交流し、地域の絆を編み直していく作業なのかも
しれません。
西小倉校区社協はこれからも助け上手、助けられ

上手のあふれるまちづくりを目指していきます。

地域支援地域支援
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トレニア、ペンタス、ルリマツリ、マンデビラ、
ポーチュラカ、ニチニチソウに唐辛子。料理のレ
シピのようですが、これらはみんな植物の名前で
す。夏真っ盛りの７月30日（土）、足立校区では、
一人暮らしの高齢者や子どもたちを対象に、夏の
ふれあい寄せ植えを行いました。寄せ植えと言え
ば、春や秋、色とりどりの花が咲く季節に行われ
ることが一般的だと思いますが、今回は真夏の開
催です。いったいどんな寄せ植えになるのか、興
味津々で参加させていただきました。

～真夏のふれあい寄せ植え～

足立市民センターの多目的ホールにブルーシー
トを敷き詰め、足腰の弱い高齢者が屈まずに作業
できるようにとの思いで並べられた机の上で、寄
せ植えを行っていきます。園芸講師の指導の下、
底石や土を詰め、子どもたちは、大人顔負けの手
際の良さで、順調に仕上げていきます。同じ種類
の植物を使用しているのに、どの植物をどのよう
に並べるかでずいぶん雰囲気が変わりました。個
性豊かに、美しく完成した寄せ植えを前にして、
皆さんの満足そうな笑顔が見られました。

マンションが林立し、都市化が進む足立校区では、
昔ながらのご近所同士のつながりが薄れ、地域の子
どもたちとも触れ合う機会が失われつつあるという
問題意識から、この度の催しが企画されました。足
立市民センターや小学校のPTA、まちづくり協議会
の各部会と社協などが協賛し、みんなの力を合わせ
て実現することができました。今回作った寄せ植え
は、その後、厳しい暑さにも負けずに花実を着け続
け、元気に夏を乗り切りました。この寄せ植えのよ
うに、様々な団体や機関が寄せ集まり、互いに調和
しながら、地域の子どもたちを輝く花実として育て
慈しむことで、素晴らしく美しい足立校区になってい
くだろうと感じました。
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笑顔がすてきなナープアリリアの皆さん
代表の野上さんは、生徒さんのおかげで寄付が
出来ていると感謝の思いをお話されていました
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小倉中央市民センターで活動しているフラダンス教室「ナープア
リリア」の代表・野上淳乎さんは、皆さんからの受講料を積立て、
111,100 円になる度に、障害者施設等に寄付を行う活動を８年間継
続されています。平成 30 年度より、地域福祉のために役立てて欲
しいと、本会にご寄付をお寄せくださっています。
ナープアリリアとは、ハワイの言葉で ”たくさんのユリの花 “を
意味します。教室にはいつも生徒の皆さんの花のような笑顔が溢れ
ており、ご寄付には笑顔の輪を地域にも広げていきたいとの思いが
込められています。いただいたご寄付はみんなが安心して暮らせる
支え合いのまちづくりのために大切に活用させていただきます。

赤い羽根共同募金と企業（店舗）が協力して企画した「寄付つき商品」の、売上代金の一部を寄付する仕
組みが小倉北区でも広がっています。この取り組みは企業側の社会貢献活動となるだけでなく、商品を購入
された方にとっても、間接的な寄付となり、自分のまちをより良くする活動に役立てられます。今回は、小
倉北区でこの取り組みを行っている「瑠璃ズキッチン」を紹介します。
瑠璃ズキッチンは、イベント出店を中心にこだわりカレーの販売をしてお

り、売り上げの一部を寄付するほか、店頭に募金箱を
置き、共同募金の啓発にもご協力いただいています。
また、馬島・藍島で島内外の方が参加するボランティ

ア清掃の際の昼食に、馬島特産あかもく入りカレーを
提供し、その売り上げの一部を寄付されています。
代表の濱田龍介さんは、寄付つき商品について、自

分たちの住むまちをより良くしていくために、志を共
にする仲間がもっと増えて欲しいとの願いで活動を続
けられています。 わっしょい百万夏まつりにも

出店しました
馬島特産あかもく入りカレー

自分たちのまちを良くする仕組み　募金百貨店プロジェクト

あったかご寄付のご紹介あったかご寄付のご紹介
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小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

ひまわりねっと
第 49 号

小倉北区ボランティア・
　　　　　　　市民活動センター
◉電話・FAX（093）562－2051
◉E-Mail：kokurakita-vc@kitaq-shakyo.or.jp
◉月曜日～金曜日　8：30～17：15
　（土・日・祝日はお休みです）

聴覚障害について学びました聴覚障害について学びました

日　時：	令和４年11月25日（金）14：00～16：00
会　場：	北九州市立男女共同参画センター・ムーブ
	 ５階小セミナールーム（小倉北区大手町11-4）
対象者：	65歳以上の北九州市民
参加費：	無料　定　員：30名
申込方法：	11月24日（木）までにFAX、電話、郵便にて
	 お申込み下さい

ボランティアウィーク2022 開催ボランティアウィーク2022 開催
　ボランティア活動や福祉に関する学びと情報発信の場「ボランティアウィーク2022」を本年度も開
催します。グループの活動のパネル展示やスライド映像による活動紹介、様々な講座などをはじめ、
子どもから高齢者まで誰でも参加でき、楽しめる内容となっています。
　皆様の参加をお待ちしています！

開催期間：令和４年10月16日（日）～10月22日（土）
開催場所：ウェルとばた（戸畑区汐井町1-6　JR戸畑駅横）
内　　容：終活応援講座、折紙講座、スマホ講座などの各種講

座やクッブ体験会、ボランティア活動紹介、おも
ちゃ病院、フードバンクなど、様々なイベントがあ
ります。

65歳からのボランティア入門講座

小倉北区ボランティア・市民活動センター
〒803-8510　北九州市小倉北区大手町1-1

TEL・FAX：093-562-2051

活動の流れ

問合せ・申込み先

詳しくはこちら↑

介護支援ボランティア登録研修会介護支援ボランティア登録研修会

研修を
受講

ボランティア
登録 施設へ

申込み

ボランティア
活動 ポイントの

換金or寄付

　65歳以上の方が特別養護老人
ホームなどの介護保険施設等で
ボランティア活動を行った場合
にポイントを付与し、貯まった
ポイントを換金又は寄付するこ
とができる事業です。

　富野校区社会福祉協議会のウェルクラブ活
動では、特定非営利活動法人北九州市聴覚障
害者協会理事長の大澤先生と手話通訳者の濵
先生をお招きし、60人の子どもたちと福祉活
動者が一緒に聴覚障害について学びました。

　聴覚障害とはどういうものなのか、家の中
で困ることはなにか、どのようなコミュニ
ケーション方法があるのか、手話ってどんな
もの？などの学習や体験を通して、障害のあ
る方が地域で安心して暮らしていくために自
分たちにできることは何か？を考えるきっか
けになったようです。

※新型コロナウイルス感染症の
影響により、予告なく変更す
る場合があります

各種講座、体験は
事前に申し込みが
必要です。

問合わせ：北九州市社会福祉協議会ボランティア・市民活動センター

TEL：093-881-0110

介護支援ボランティア事業とは 

詳しくはこちら→



【6】第169号 令和４年10月15日小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

令和４年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＊4月1日付で前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用
【新設】特定感染症

重点プラン

550円

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波に起因する死傷は補償
されません。

◆年度途中でボランティア活動保険に加入する場合には「特定感染
　症重点プラン」への加入をおすすめします。
例えば、被災地での災害ボランティア活動や当初予定していなかった
ボランティア活動への参加にあたり、新型コロナウイルス感染症をはじめ
とした特定感染症への備えとして、特定感染症重点プランに加入いただき
ますと、より安心してボランティア活動に参加いただけます。

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ21-10723より抜粋して作成〉

　ボランティア・市民活動センターでは、北九州市内で活動するボランティア、福祉関係機
関・団体、教育関係者、校（地）区社会福祉協議会関係者を対象に、福祉教材の貸出や福祉教
育の支援を行っています。福祉教育を通じ、障害者や高齢者等の当事者の気持ちや、介助者
の役割を理解し、社会の一員として地域共生社会の実現に寄与することを目指しています。

【手話体験】 【車いす体験】 【視覚障害について学ぶ】 【高齢者疑似体験】

貸出用の福祉教材は、車いす、高齢者・障害者疑似体験セット、アイマスク、白杖、点字盤などがあります。

ご協力ありがとうご協力ありがとうございますございます

使用済み切手、書き損じはがき、プルタブを集めています！使用済み切手、書き損じはがき、プルタブを集めています！

●匿名　●別府敏雄　●山下政枝　●前田博文　●前田文久　●窪田英治　●福山初美　●千々和一美　●臼木勝良　●松本洋　
●梶谷孝夫　●行武紀子　●村野やよい　●宇野多美子　●魚澄はるな　●住田朱実　●中井校区北小倉まちづくり協議会　
●きたきゅう体操ひまわりの会　●サンカルナ小倉大手町　●第一生命保険㈱　●㈱ユタカ商会　●九州建物管理㈱　
●清水建設㈱　●あおぞら美容室　●東京海上日動火災保険㈱北九州損害サービス二課　●足立市民センター　
●北九州市教育委員会学校支援部学校保健課　（敬称省略・順不同）

いただきました古切手、プルタブは換金し、地域福地活動を推進する為に役立てられています。

収集ボランティアをしませんか？

ボランティア・市民活動センター（小倉北区役所 東棟３階）へお持ちください

福祉教材の貸出や福祉教育の実施支援をしています
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